	第２回横浜市南スポーツセンター指定管理者選定委員会会議録

	日　　時
	平成27年８月24日（月）１４時００分～１７時３０分

	開催場所
	南区役所４階特別会議室

	出 席 者
	馬場委員長、嶋村委員、渡部委員、伊藤委員、永井委員
応募団体（４団体）

	欠 席 者
	なし

	開催形態
	公開・一部非公開（傍聴者３人）

	議　　題
	１　横浜市南スポーツセンターの指定管理者選定について

	決定事項
	１　指定候補者に「公益財団法人横浜市体育協会」、

　　次点候補者に「株式会社ティップネス」と決定。

	議    事
	１　選定委員会の進め方について

　提案団体のプレゼンテーション及び質疑応答の公開と審議の非公開を確

認。
２　応募団体について
　事務局より、下記を報告。

①　４団体の応募があった。

②　応募団体が暴力団またはその構成員の統制下にある団体でないこと、市税
の納付状況について確認済みである。
３　審査方法について
　事務局より、下記の説明を行い了解を得た。
①　提案団体のプレゼンテーションを実施する。実施後応募団体ごとに15
　分間の質疑応答を行い、その後委員同士の意見交換を踏まえ最終採点を
行っていただく。

②　採点は各委員100点満点で、団体の評価は委員点数の平均点の合計と
　する。

４　提案団体のプレゼンテーション及び質疑応答
（1) 質疑応答
１団体目　
（委員）　修繕費が毎年一定で計上されているが、経年劣化等で突発修繕が起

こった場合は、次年度以降の対応となるのか？
（団体）　施設の状態について詳細を把握できていないので、今後計画を精査

していく。
（委員）　開館時間の延長を提案しているが、近隣との調整はどのように行うの
か？
（団体）　事前にアンケートを実施します。また試験的に実施するなど、近隣
に配慮し段階的に実施を行うことを考えている。
（委員）　合築施設のため他の施設と開館時間が変わってくるが、警備等は。
（団体）　職員を常時４名以上配置しますので、巡回をします。
（委員）　個人利用ができる「枠」は確保できるか。
（団体）　個人用の教室も考えている。
（委員）　非常に利用率が高く、抽選で利用を確保している。また合築施設間で
教室が重複したりするなど考えられるがどのように教室を実施していく
のか。
（団体）　教室数は現状とほぼ同一を考えている。空いている時間を教室の充

てるなどで、「枠」は減らないようにしたい。またアンケートを実施す

るなどして教室の内容は調整したい。

（委員）　センター長の人選はどのように考えているか。
（団体）　他施設の副館長を充てたい。
（委員）　スタッフについてはどのように考えているか。
（団体）　社員５名アルバイト12名のローテーションを考えている。

（委員）　特にアピールしたいポイントは。
（団体）　高齢者向けとして、北里大学と提携し介護予防につなげることを考え

　　　　ている。こどもの体力低下対策として様々な教室を実施し、長くスポー

ツに携わる環境を提供したい。30代40代の子育て世帯の利用のために

は、託児つきの教室や子ども向けの教室と同時開催で親向けの教室を行

うなど考えている。
２団体目　
（委員）　公益財団法人が管理運営する強みとは。
（団体）　公益性を追求するため、安価にどなたでも参加できる点にある。
（委員）　合築施設だが、防災に関する施設間の連携はどうか。

（団体）　計画や防災訓練は一緒に実施している。
（委員）　年配者の利用も多く、ケアプラザも併設されているので利用者も参加
した訓練を実施してみるのも良いのでは。
（委員）　地域密着で多様な企画があるが、日程等を考慮してほしい。協力でき

る者が限られる。　 
（団体）　地域の協力があってのものだと考える。
（委員）　利用者増への新たな取り組み等は。
（団体）　教室の回数を充実していくことで対応する。１教室10回をたとえば11回、12回と増やすこととしたい。
（委員）　その対応策は理解できるが、ターゲットとする層は。 
（団体）　利用者の半数が60代70代であるので、もう少し下のシニア世代向けを考えている。

（委員）　一般世代向けにはどのような提案があるか。
（団体）　トレーニング室のリニューアル等でPRすることを考えている。
（委員）　開館時間についてはどのようにしていくのか。
（団体）　今試験的に早朝の開館時間を延長している。再度アンケートを実施し地域や近隣の理解が得られれば進めていきたい。

 (委員)　 夜間の開館延長についてはどうか。
（団体）　事前に実施したアンケート結果からすると、課題もあり実施は難しい

と考えている。　
（委員）　課題の改善や対応策が図れれば、夜間の開館延長も実施すると考えて

よいか。

（団体）　はい。利用団体へ注意事項を配布し周知徹底すること、また近隣へは

そのような対応を取っていることをポスティングするなどして理解を得

ることができたらと考えている。
（委員）　働いている利用者のためには夜間の開館延長は良いと思う。一方子育

て世帯等の利用促進の提案はどうか。
（団体）　託児つきの教室を実施したり、親子で取り組む教室を開催している。
（委員）　その取組の反響はどうか。

（団体）　親子で取り組む教室は大盛況。託児つきの教室については利用結果か

ら対象とする教室を変更し改善している。
（委員）　特にアピールしたいポイントは。
（団体）　南区の健康寿命は、男性16位・女性18位と市内でも低いことから健

康づくりの視点を取り入れる。運動療法プログラム等の実施や、ロコモ
ティブシンドロームへの対応また姿勢の改善などを実施したい。
　交通が不便な地区へは、派遣指導を行うことも考えている。また施設

の老朽化を考慮し、予防保全に取り組む。

（委員）　利用者は地域住民が多いのか。
（団体）　利用者の約７割は３キロ圏内。
３団体目　
（委員）　提案内容の実施について周知の方法は。

（団体）　現在の方法に加え、HPやWeb上メールマガジン等の実施や、他の施設

との連携を考えている。
（委員）　開館時間の延長を提案されているが、地域の声は拾っているのか。

（団体）　まだである。アンケート等による情報収集もこれから。
（委員）　３つの施設の合築で、開館時間が違うと施設管理が難しいと考えるが

どのようにしていくのか。
（団体）　我々だけで開館時間の延長は実施できるものではないので、いいものを皆でやっていきたいと考えている。
（委員）  高齢者の利用ニーズがある。そのニーズをどのようにして対応してい

くのか。
（団体)　 出版部門があり活動状況の報告雑誌を作っているので、他の施設と横

の連携をとりながら、メニュー等を考えていくことにしたい。
（委員）　センター長の人選については、どのように。
（団体）　他の施設であるが、類似施設の館長職にいた者を充てたい。

（委員）  職員（社員）体制は。
（団体）　提案書に記載のとおり、館長、副館長、またレベルに見合う者。

（委員）　他はアルバイトか。

（団体）　受付などは地域からのアルバイトを考えている。
　　　　　ほかには、本部のバックアップを注目して欲しい。

（委員)　 提案にあたり特にアピールしたい点は。
（団体）　長く活動をしており、幼稚園に強いと考えている。高齢者と幼稚園のコラボレーション、ふれあいを大事にしたいと考えている。地域に密着して活動していくことを考えている。
４団体目　
（委員）　決算書と定款で事業年度が違うようだが？
（団体）　株主が最近変更になったことによる。
（委員）　利用料金収入の増加については、トレーニング室の利用によるものが

主となる提案だが、経費節減やその他の利用料金収入についてはどうか。
（団体）　スポーツ教室も利用を妨げない範囲で拡充し収入につなげていくよう

考えている。
（委員）　還元していきたいとの提案があったが、経費節減ができないと収支が

向上せず還元率も下がると考える。積極的にサービス向上のために経費

節減を行う計画はあるか。

（団体）　コントロールのできない経費の比率が大きく、リスクマネジメント上

提案が難しかった。
（委員）　開館時間の考え方は。
（団体）　20代～30代の利用ピークは20時～21時であるので夜間の開館時間延

長は利用があると考える。早朝の実施については需要促進の面から提案

した。
(委員)　 相談方法の確立とあるが、どのような方法で。

(団体)　 登録されている地域指導員に活躍いただき、またその方々の力を最大限に活用できるよう話し合いを実施することを考えている。
（委員）　館長の人選と、スタッフ体制については。
（団体）  他施設での館長経験者を考えている。スタッフ体制は５名。
（委員)　 提案にあたり特にアピールしたい点は。
（団体)　 30年間、89施設の運営実績がある。スポーツ施設として地域との連携

や安全快適な居場所を提供してきた。運動だけでなく、地域コミュニテ

ィの、そして地域振興の拠点としたい。
(2)  審議 （非公開）
(3)　審査結果
委員５名の平均点合計により、指定管理候補者には得点89.8の「公益財団
法人横浜市体育協会」が、次点候補者には、得点87.6の「株式会社ティップ
ネス」が決定。
　　
５　その他
・選定結果は区長へ報告。議事録は委員長と調整し、作成の上ホームページに
掲載。
・12月市会に上程し、議案の可決後、正式に決定。


	資    料

・

特記事項
	１　資料

(1)  提案資料
(2)　評点表
２　特記事項

　　なし


